






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11 小泉八雲　前掲（註6）183頁。 12 遠田勝　前掲（註5）225-226頁。
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くあてのない嫉妬が、封建社会に無垢に従う
＜後妻＞へと向けられてしまうという流れが、
一見理不尽に思えてしまうのである。しかし、
それは男性を複数の女性と共有しなければなら
ない女性であれば、至極当然の行いなのである。
したがって「わたし」と「友人」が言う「男
の考え方」或いは「女の感じ方」というのは、
必ずしも生まれながらのものではなく、様々な
人間関係を通じて、時に本人の意が介さないレ
ベルで作り出されてしまうものであるというこ
とが、この物語を恐ろしく悲しいものにしてい
ると言えよう。決して抱いてはならないはずの
嫉妬の念を抱いた、いわば「悪女」ともいえる
＜先妻＞が、ハーンの物語においては凄まじ
い恐怖の中に言い表せぬ悲しみとして映るの
は、このように、限りない女性の愛が無情にも
破られてしまう日本社会がその背景にあるから
だといえよう。
おわりに
これが書かれた当時の日本は、近代化に邁進
していながらも、いまだ未開の国というイメー
ジから脱却できないでいる状況であり、「破ら
れた約束」もまた、東洋の国に埋もれた小さな
物語に過ぎないものであった。しかし、その中
に存在する嫉妬、或いは愛というテーマは、
東洋・西洋といった場所的な限界を超え、男女
の性差も超え共感できるものであり、したがっ
て、近代化以前日本が舞台となっているこの物
語は、「西洋が先進的で、東洋は遅れている」
といういわゆる西洋至上主義に一石を投じる意
味をも含まされているといえる。
こうしたハーンの執筆意図について、中川智
視氏は「ハーンは、単なる西洋至上主義からの
脱却を企図し、東洋趣味に走ったわけではな
かった 13」とし、以下のように言及している。
　西洋絶対の文明論を、東洋を通じて相対
化しようと試みる作家の意図を読み取るこ
とは、われわれのような百年後の読者に
も、おそらく容易なことだろう14。
（下線は筆者）
ここまで見てきたように、また中川智視氏の
指摘の通り、ハーンが近代化以前の女性を多く
描き出した意図は、異国趣味云々ではないこと
は明らかである。むしろ、その対極、あらゆる
人が共感できるものとして、再話活動を続けて
いたのだといえる。
＜先妻＞を裏切っておきながらも、生きなが
らえた＜夫＞、＜先妻＞におびえながらもどう
することもできず首をもぎ取られてしまった＜
後妻＞、そして行く当てのない嫉妬心に苦し
み、恐ろしい姿に成り果てた＜先妻＞は、近代
化以前の日本社会という非常に特殊な時代に生
きていたにもかかわらず、当時の西洋の読者に
対し単なる異国的な雰囲気だけではなく、共鳴
し得る感覚を呼び起こしている。そして、それ
を可能にしているのは、物語の最後に現れた作
者ハーンの存在である。彼は目の前の語り部に
ではなく、一旦読み手を物語の中から引きずり
出し、彼らに問うているのである。このわずか
三行の簡素な会話の中に、私たちが見出すべき
は、こうした「女性の感じ方」の中に、日本社
会、東アジア、ひいては西洋を含む 19 世紀を
生きた女性たちの共通した境遇であろう。女性
に嫉妬を生み出しておきながら、その犠牲とな
ることから逃れ、さらにはその嫉妬の感情を非
難していたのは誰か、そしてそうして作られた
のは決して日本社会だけではなかったという現
実である。
そして、このように問いかけられた当時の西
13 中川智視「ある『西洋の』保守主義者:ラフカディオ・ハ
ーンと一九世紀のアメリカ」『言語社会2』（一橋大学、
2008）346頁。
14 中川智視　同上349頁。
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洋人と同じように、時空を越えそれを再び紐解
く我々日本人もまた、ハーンとの対話のうちに
その問題を考え、この結末に共感を得ることが
できるのである。
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